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は
じ
め
に

　

学
習
院
大
学
日
本
語
日
本
文
学
科
は
、
伝
二
条
為
氏
筆
の
『
源
氏
物
語
』

「
藤
袴
」
巻
の
写
本
を
所
蔵
し
て
い
る
。

　

当
該
本
は
、
加
藤
洋
介
「
源
氏
物
語
校
異
集
成
（
稿
）」（http://w

w
w
.

let.osaka-u.ac.jp/~ykato/index.php/category/genji001
）
に
対
校

本
の
一
本
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
貴
重
な
古
写
本
で
あ
る
に
も
拘

わ
ら
ず
、
そ
の
本
文
に
つ
い
て
の
詳
し
い
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

本
稿
に
お
い
て
こ
の
本
の
本
文
の
性
格
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　

本
書
の
全
翻
刻
及
び
書
誌
に
つ
い
て
は
、「
学
習
院
大
学
日
本
語
日
本

文
学
科
所
蔵
『
源
氏
物
語
』「
藤
袴
」
巻　

翻
刻
」（『
学
習
院
大
学
国
語

国
文
学
会
誌
』
第
五
十
八
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
に
示
し
た
。
そ
こ
で

得
た
結
論
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

Ⅰ　

榊
原
本
の
僚
帖
で
あ
り
、
書
写
さ
れ
た
の
は
鎌
倉
時
代
中
期
で
、
書

写
者
は
藤
原
定
家
の
孫
に
あ
た
る
二
条
為
氏
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

Ⅱ　

定
家
本
系
統
に
属
す
る
本
文
を
有
す
る
が
、
青
表
紙
を
含
め
た
既
知

の
伝
本
に
見
ら
れ
な
い
独
自
異
文
が
巻
末
に
存
し
て
い
る
。

Ⅲ　

十
七
世
紀
後
半
に
表
紙
・
見
返
し
が
改
め
ら
れ
、
外
題
を
中
院
通
茂

が
書
い
た
。
ま
た
、
了
音
、
了
仲
に
よ
る
極
め
が
あ
る
。

Ⅳ　

明
治
時
代
末
以
降
に
一
誠
堂
書
店
が
所
持
し
、
昭
和
三
十
五
年
に
、

学
習
院
大
学
が
購
入
し
た
。

　

以
下
、
本
帖
の
表
記
上
の
特
徴
を
捉
え
る
べ
く
、
以
下
の
項
目
に
分
け

て
一
覧
に
し
た
。
次
に
掲
げ
た
各
節
は
さ
ら
に
細
分
化
し
て
お
り
、
各
項

学
習
院
大
学
蔵
『
源
氏
物
語
』「
藤
袴
」
本
文
考

　

富

澤

萌

未

橋
本
裕
香
子

武
藤
那
賀
子

竹
田
由
花
子

﹇
キ
ー
ワ
ー
ド　

①
『
源
氏
物
語
』「
藤
袴
」
巻　

②
定
家
本
（
青
表
紙
本
）　

③
榊
原
本　

④
独
自
異
文　

⑤
伝
為
氏
筆
本
﹈
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（
図
１
）
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は
囲
み
線
で
示
し
て
い
る
。

　

一
．
独
自
異
文

　

二
．
異
同
の
あ
る
箇
所

　

三
．
ミ
セ
ケ
チ
・
補
入
・
傍
記

　

四
．
そ
の
他

　

ま
た
、
全
節
に
共
通
す
る
凡
例
を
以
下
に
掲
げ
る
。

一
．
特
に
断
り
の
な
い
場
合
、
先
に
学
習
院
蔵
本
（
丁
数
・
行
数
）
後
に

大
島
本
（『
源
氏
物
語
大
注
１成
』
の
ペ
ー
ジ
数
・
行
数
）
の
順
に
な
っ

て
い
る
。

一
．
原
本
に
用
い
ら
れ
て
い
る
変
体
仮
名
は
、
す
べ
て
現
行
の
平
仮
名
に

統
一
し
た
。

一
．
清
濁
、
句
読
点
も
原
本
の
ま
ま
に
し
た
。

一
．
ミ
セ
ケ
チ
は
、
現
状
で
は
文
字
に
二
本
線
を
引
い
て
い
る
。
こ
の
た

め
翻
刻
で
は
、
ミ
セ
ケ
チ
を
、「
取
り
消
し
線
」
で
示
し
た
。
ま
た
、

消
し
た
上
で
文
字
を
補
っ
て
い
る
場
合
は
、「
ミ補

っ

た

字

セ
ケ
チ
」
に
し
た
。

一
．
傍
記
は
、
該
当
す
る
文
字
の
横
に
そ
の
ま
ま
示
し
た
。

一
．
補
入
記
号
の
な
い
補
入
は
｛　

｝
で
示
し
、
補
入
記
号
の
あ
る
補
入

は
〈　

〉
で
示
し
た
。

一
．
虫
食
い
な
ど
の
影
響
で
見
え
辛
く
な
っ
た
た
め
に
判
読
し
辛
い
文
字

は
〔　

〕
で
括
っ
て
示
し
た
。

一
．
問
題
の
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
画
像
を
載
せ
て
お
く
。

一
．
諸
本
の
略
号
は
、
池
田
亀
鑑
『
源
氏
物
語
大
成
』
お
よ
び
、
加
藤
洋

介
「
源
氏
物
語
校
異
集
成
（
稿
）」（
前
掲
：
二
〇
一
四
年
九
月
一
八

日
一
六
時
閲
覧
）
に
よ
っ
た
た
め
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

定
家
本
（
青
表
紙
本
）

御　

御
物
本 

東
山
御
文
庫
御
蔵

鎮　

伝
慈
鎮
筆 

桃
園
文
庫
本

池　

池
田
本　
　
　

伝
二
条
為
明
筆 

桃
園
文
庫
本

肖　

肖
柏
本　
　
　

牡
丹
花
肖
柏
筆 

桃
園
文
庫
蔵

三　

三
条
西
家
本　

三
条
西
実
隆

　
　
　
　
　
　
　
　

・
公
條
・
公
順
筆 

三
条
西
伯
爵
家
蔵

穂 

穂
久
邇
文
庫
蔵

徹　

正
徹
本 

宮
内
庁
書
陵
部
蔵

 

（
五
五
四

‒

一
四
）

証　

三
条
西
家
本 

宮
内
庁
書
陵
部
蔵

正 

大
正
大
学
蔵

吉　

伏
見
天
皇
本

河
内
本

宮　

高
松
宮
家
本　

一
条
冬
良
筆 

高
松
宮
家
御
蔵

尾　

尾
州
家
本　

（
北
条
実
時
奥
書
） 

徳
川
侯
爵
家
蔵

平　

平
瀬
本　
　
　

伝
伏
見
院
宸
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
下
各
筆 

平
瀬
睦
氏
蔵

鳳　

鳳
来
寺
本　
　

筆
者
未
詳

　
　
　
　
　
　
　
　

（
源
親
行
奥
書
） 

鳳
来
寺
本
蔵

大　

大
島
本　
　
　

筆
者
未
詳 

大
島
雅
太
郎
蔵

一
．
大
島
本
と
三
条
西
家
本
に
つ
い
て
は
影
注
２印
で
確
認
し
、
大
成
の
翻
刻
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と
違
い
が
あ
る
場
合
は
、
原
本
に
従
っ
て
表
記
し
、
伝
本
名
に
囲
み

枠
を
付
し
た
。

一
．
独
自
異
文

・
た
ま
ひ
け
り
と
そ
な
に
事
も
お
も
ひ
し
を
れ
つ
れ
は
と
そ
き
こ
え
た
ま

ひ
け
る
（
二
三
オ
・
２

以
降
）

給
け
り
と
や 
（
九
三
〇
・
６

）

給
け
り
と
か
や 

穂

給
へ
り
け
り
と
や 

河

　
（
図
２

）に
も
示
し
た
こ
の
箇
所
は
、
本
帖
に
お
い
て
、
最
も
重
要
な
独

自
異
文
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
文
の
解
釈
に
つ
い
て
は
別
稿
を
考
え
て
い

る
。

二
．
異
同
の
あ
る
箇
所

　

以
下
に
掲
げ
る
用
例
は
、
写
し
間
違
い
や
不
注
意
に
よ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

他
の
写
本
に
な
い
箇
所

　

独
自
異
文
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
他
の
本
文
に
は
見
ら
れ
な
い
異
同

が
あ
る
箇
所
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
は
ゝ
か
り
て
（
二
オ
・
４

） 

は
ゝ
か
り
給
て
（
九
一
七
・
11
）

・
は
つ
か
し
け
（
二
ウ
・
５

） 

い
と
は
つ
か
し
け
（
九
一
八
・
２

）

・
い
と
ゝ
（
七
オ
・
６

） 

い
と
（
九
二
一
・
１

）

・
な
と
（
七
ウ
・
３

） 

な
ん
と
（
九
二
一
・
４

）

・
給
ら
ん
（
九
ウ
・
９

） 

給
は
む
（
九
二
二
・
10
）

・
を
ん
な
（
一
九
ウ
・
９

）

（図２）
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お
う
な 

（
九
二
八
・
７

）

　
　

お
ん
な
と 

御
・
鎮
・
池

　
　

お
んう

な
〈
と
〉 

大

・
弁
の
を
も
と
（
二
〇
ウ
・
４

）

　
　

弁
の
御
も
と 

（
九
二
八
・
13
）

　
　

弁
の
お
も
と 

三

・
あ
は
れ
し
り
ぬ
へ
き
（
二
二
ウ
・
４

）

　
　

あ
は
れ
を
し
り
ぬ
へ
き 

（
九
三
〇
・
２

）

　
　

あ
は
れ
を
し
り
ぬ
へ
き 
三 

大

　
　

あ
は
れ
を
も
し
り
ぬ
へ
き 
河

・
た
ま
へ
れ
は
（
二
二
ウ
・
６

） 
給
つ
れ
は
（
九
三
〇
・
２

）

大
島
本
と
一
致
せ
ず
、
他
の
写
本
と
一
致
す
る
箇
所

○
と
こ
ろ
を
（
二
オ
・
３

）

　
　

所 

（
九
一
七
・
11
）

　
　

所
を 

鎮
・
池
・
肖
・
三

○
か
た
は
し
に
て
も
う
ち
か
す
め
つ
へ
き
女
お
や
も二を
は
せ
す

 

（
二
ウ
・
４

）

　
　

を
な
ん
お
や
も 

大
島
本
（
九
一
八
・
１

）

　
　

お
ん
な
お
や
も 

御
・
鎮
・
池
・
肖
・
三

　
　

女　
　

お
や
も 

宮

　
　

女　
　

お
や
に
も 

尾
・
平
・
鳳
・
大

　

こ
の
箇
所
に
は
、（
図
３

）
に
掲
げ
た
よ
う
に
、「
か
た
は
し
に
て
も
」

の
傍
記
と
「
女
お
や
も
」
の
異
同
と
い
う
二
つ
の
問
題
が
あ
る
。

　

ま
ず
、「
女
お
や
も
」
に
つ
い
て
だ
が
、
こ
の
箇
所
の
異
同
は
先
掲
し

た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
箇
所
は
「
も
」
が
ミ
セ
ケ
チ
に
な
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
河
内
本
の
よ
う
に
「
女
お
や
に
も
」
と
「
に
」

が
あ
る
本
文
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
右
に
「
ニ
」
と
書
い
た
も
の

の
、
そ
の
補
入
記
号
の
位
置
を
誤
っ
て
入
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

次
に
、
大
島
本
と
の
異
同
の
無
い
「
か
た
は
し
に
て
も
」
だ
が
、「
に
」

の
左
下
の
文
字
は
、
何
か
し
ら
の
文
字
を
書
い
た
上
で
墨
滅
し
た
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
が
、「
に
」
の
字
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

（図３）
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い
ず
れ
に
せ
よ
、
双
方
と
も
に
後
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
元
々
書
か
れ
て
い
た
「
か
た
は
し
に
て
も
う
ち
か
す
め
つ
へ
き
女

お
や
も
を
は
せ
す
」
で
解
釈
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

・
う
る
は
し
き
（
二
ウ
・
５

）

　
　

い
と
う
る
は
し
き 

（
九
一
八
・
２

）

　
　

う
る
は
し
き 

肖
・
三

・
の
ち
に
は
（
四
オ
・
５

）

　
　

の
ち
は 

（
九
一
九
・
２

）

　
　

の
ち
に
は 
御
・
鎮
・
池

○
な
と
（
五
ウ
・
２

）

　
　

な
ん
と 

（
九
一
九
・
14
）

　
　

な
と 

御
・
鎮
・
池
・
三

○
思
も
よ
ら
て
（
六
ウ
・
４

）

　
　

思
よ
ら
て 

（
九
二
〇
・
９

）

　
　

思
も
よ
ら
て 

御
・
鎮
・
池
・
肖
・
三

・
つ
ゐ
に
は
（
七
ウ
・
６

）

　
　

つ
ゐ
に 

（
九
二
一
・
５

）

　
　

つ
ゐ
に
は 

河

○
す
こ
し
も
（
八
オ
・
６

）

　
　

す
こ
し 

（
九
二
一
・
10
）

　
　

す
こ
し
も 

鎮
・
池
・
肖
・
三

・
し
ふ
〳
〵
け
に
（
八
ウ
・
８

）

　
　

し
ふ
け
に 

（
九
二
二
・
１

）

　
　

し
ふ
〳
〵
け
に 

肖

○
に
（
九
オ
・
１

）

　
　

に
な
ん 

（
九
二
二
・
２

）

　
　

に 

御
・
鎮
・
池
・
肖
・
三

○
た
く
ひ
て
（
九
オ
・
10
）

　
　

た
ら
ひ
て 

（
九
二
二
・
６

）

　
　

た
く
ひ
て 

御
・
鎮
・
肖
・
三

　
　

た
く
（
ら
）
ひ
て 

大

　
　

た
く
（
ら
）
ひ
て 

池

・
な
ん
と
（
一
〇
オ
・
９

）

　
　

な
と 

（
九
二
二
・
14
）

　
　

な
む
と 

御
・
鎮
・
池
・
肖
・
三

　
　

な
ん
と 

宮
・
御
・
鳳
・
大

・
お
も
む
け
て
（
一
一
オ
・
９

）

　
　

お
も
ふ
け
て 

（
九
二
三
・
９

）

　
　

お
も
む
け
て 

御
・
肖
・
三

○
い
ら
へ
給
け
る
（
一
一
ウ
・
１

）

　
　

い
ら
へ
け
る 

（
九
二
三
・
10
）

　
　

い
ら
へ
給
け
る 

御
・
鎮
・
池
・
肖
・
三

◎
宮
つ
か
へ
を
も
な
に
こ
と
を
も
御
心
（
一
一
ウ
・
３

）

　
　

宮
つ
か
へ
を
も
御
心 

（
九
二
三
・
10
）

　
　

宮
つ
か
へ
を
も
な
に
こ
と
を
も
御
心　

御
・
鎮
・
池
・
肖
・
三

○
三
従
に
し
た
か
ふ
（
一
一
ウ
・
６

）

　
　

三
に
し
た
か
ふ 

（
九
二
三
・
11
）

　
　

三
従
に
し
た
か
ふ 

御
・
鎮
・
池
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・
ろ
う
せ
ん
（
一
二
オ
・
４

）

　
　

ら
う
せ
ん 

（
九
二
四
・
１

）

　
　

ら
う
ろ
う
せ
ん 

肖
・
河

　
　

ろら
う
イう
せ
ん 

三

　
　
　

大
の
注
に
は
「

籠
也
を
し
こ
め
た
る
心
也
」
と
あ
る
。

○
か
ろ
ら
か
（
一
四
オ
・
３

）

　
　

か
る
ら
か 

（
九
二
五
・
２

）

　
　

か
ろ
ら
か 

御
・
鎮
・
池
・
三

　
　

か
ろ
ゝ
か 
三

○
ま
と
ひ
（
一
七
ウ
・
４

）

　
　

ま
よ
ひ 

（
九
二
七
・
２

）

　
　

ま
と
ひ 

御
・
鎮
・
池
・
三

○
し
ら
て
（
一
七
ウ
・
６

）

　
　

し
ら
す 

（
九
二
七
・
４

）

　
　

し
ら
て 

御
・
鎮
・
池
・
肖
・
三

◎
か
く
こ
ん
を
も
と
て
（
一
八
オ
・
６

）

　
　

か
こ
と
を
も
と
て 

（
九
二
七
・
８

）

　
　

か
く
こ
ん
お
も
と
て 

御
・
鎮
・
肖
・
三

　
　

か
く
こ
ん
を
も
と
て 

三

　
　

か
く
こ
とん
を
も
と
て 

池

　
　

か
こく
こ
ん
イ

〔
と
〕
を
も
と
て
を
も
と
て
大

・
こ
の
中
将
（
一
八
ウ
・
７

）

　
　

こ
の
中
将
は 

（
九
二
七
・
12
）

　
　

こ
の
中
将 

河

○
な
と
か
は
あ
ら
む
（
一
九
オ
・
３

）

　
　

な
と
か
い
あ
ら
む 

（
九
二
七
・
14
）

　
　

な
と
か
は
あ
ら
む 

御
・
鎮
・
池
・
肖
・
三

○
た
よ
り
し
あ
れ
は
（
二
〇
オ
・
10
）

　
　

た
よ
り
あ
れ
は 

（
九
二
八
・
11
）

　
　

た
よ
り
し
あ
れ
は 

御
・
鎮
・
池
・
肖
・
三

○
御
こ
ゝ
ろ
に
た
に
（
二
〇
ウ
・
３

）

　
　

御
心
た
に 

（
九
二
八
・
12
）

　
　

御
こ
ゝ
ろ
に
た
に 

御
・
鎮
・
池
・
三

　
「
宮
つ
か
へ
を
も
な
に
こ
と
を
も
御
心
」（
一
一
ウ
・
３

）
や
「
か
く
こ

ん
を
も
と
て
」（
一
八
オ
・
６

）
と
い
っ
た
、
特
に
大
き
な
異
同
が
あ
る

箇
所
に
は
◎
を
付
し
、
大
き
な
異
同
で
は
な
い
も
の
の
、
本
帖
の
異
同
と

一
致
す
る
写
本
が
複
数
あ
る
場
合
に
は
「
○
」
を
付
し
た
。
こ
れ
ら
に
着

目
す
る
と
、
本
帖
は
、
御
物
本
・
伝
慈
鎮
筆
本
・
池
田
本
・
肖
柏
本
・
三

条
西
家
本
に
近
く
、
大
島
本
と
は
異
な
る
本
文
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

や
は
り
本
帖
を
加
え
て
も
大
島
本
が
や
や
独
自
な
本
文
を
有
し
て
い
る
こ

と
が
追
認
で
き
る
。
た
だ
し
、「
藤
袴
」
巻
そ
の
も
の
が
異
同
の
少
な
い

巻
で
あ
る
の
で
、
本
帖
が
定
家
本
系
に
お
い
て
特
に
ど
の
本
文
に
近
い
か

に
つ
い
て
は
、
確
定
で
き
な
い
。

三
．
ミ
セ
ケ
チ
・
補
入
・
傍
記

　

以
下
に
掲
げ
る
用
例
は
、
本
文
と
は
別
筆
で
あ
る
。
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ミ
セ
ケ
チ

　

比
較
の
対
象
は
大
島
本
と
す
る
が
、
大
島
本
以
外
の
諸
本
の
記
号
が
な

い
用
例
は
、
諸
本
が
大
島
本
と
同
じ
本
文
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

・
ミ
セ
ケ
チ
に
し
た
こ
と
で
、
大
島
本
と
一
致
す
る
例

・
お
も
ひ
わ
か
か
ぬ
（
六
オ
・
３

）

　
　

お
も
ひ
わ
か
ぬ 

（
九
二
〇
・
４

）

・
ミ
セ
ケ
チ
に
し
た
こ
と
で
、
大
島
本
と
一
致
し
な
い
例

・
な
く
て
（
五
オ
・
２

）

　
　

な
く
て 

（
九
一
九
・
９

）

　
　

な
く 

御
・
鎮
・
池

　
　

な
く
て8

（
補
入
） 

三

・
つ
も
り
も
と
り
そ
へ
て
（
一
五
ウ
・
１

）

　
　

つ
も
り
も
と
り
そ
へ
て 

（
九
二
五
・
14
）

　
　

つ
も
り
も
と
り
そ
へ 

鎮

・
な
に
か
し
ら
（
一
五
オ
・
３

）

　
　

な
に
か
し
ら 

（
九
二
五
・
10
）

　
　

な
に
か
し 

御
・
鎮
・
池
・
肖
・
三

補
入

　

本
帖
の
補
入
は
、
単
純
な
誤
写
の
訂
正
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
多
く
、

「
傍
記
」
と
性
格
が
近
い
と
い
え
る
。

・
補
入
し
た
こ
と
で
、
大
島
本
と
一
致
す
る
例

・｛
は
｝
し
た
な
か
ら
ん
（
一
オ
・
７

）

　
　

は
し
た
な
か
ら
ん 

（
九
一
七
・
４

）

　
　

は
し
た
な
か
ら
む
か
し 

徹
・
証
・
正

・〈
は
〉
も
て
は
な
れ
て
（
一
ウ
・
10
）

　
　

は
も
て
は
な
れ
て 

（
九
一
七
・
10
）

・
う
ら
む
る
〈
も
〉（
一
七
ウ
・
５

）

　
　

う
ら
む
る
も 

（
九
二
七
・
２

）

　
　

う
ら
む
る 

河
内
本

・
き
よ
け
な
る
〈
か
〉
た
ち
し
て
（
一
八
オ
・
９

）

　
　

き
よ
け
な
る
か
た
ち
し
て 

（
九
二
七
・
９

）

　
　

き
こよ

け
な
る
か
た
ち

え
け
れ
は
し
て 

吉

・
ひ
き
そ
は
〈
み
〉
つ
ゝ
（
二
〇
ウ
・
８

）

　
　

ひ
き
そ
は
み
つ
ゝ 

（
九
二
八
・
14
）

・
補
入
し
た
こ
と
で
、
大
島
本
と
一
致
し
な
い
例

・
御
せ
う
そ
こ
に
〈
と
〉
て
（
三
ウ
・
７

）

　
　

御
せ
う
そ
こ
に
て 

（
九
一
八
・
12
）

　

後
筆
に
よ
る
補
入
が
あ
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
を
前
後
を
含
め
て

翻
刻
し
、
校
訂
す
る
と
、
左
の
よ
う
に
な
る
。

御
対
面
は
人
づ
て
な
ら
で
あ
り
け
り
。
殿
の
御
消
息
に
〈
と
〉
て
内

よ
り
仰
せ
事
あ
る
さ
ま
、
や
が
て
こ
の
君
の
う
け
た
ま
は
り
給
へ
る



学習院大学蔵『源氏物語』「藤袴」本文考

23

な
り
け
り
。

夕
霧
が
玉
鬘
の
元
へ
、
源
氏
の
か
ら
の
言
伝
を
す
る
場
面
で
あ
る
が
、
ミ

セ
ケ
チ
と
補
入
前
が
「
殿
の
御
消
息
に
て
」
な
の
に
対
し
、
後
は
「
殿
の

御
消
息
と
て
」
と
な
る
の
み
な
の
で
、
意
味
は
全
く
変
わ
ら
な
い
。

・
の
給
は
せ
つ
〈
る
〉（
五
オ
・
７

）

　
　

の
給
は
せ
つ
（
朱
で
補
入
） 

（
九
一
九
・
11
）

　
　

の
た
ま
は
せ
つ
る 

 
御
・
鎮
・
池
・
肖
・
三
・
穂
・
徹

証
・
正

・
さ
ふ
ら
ふ
へ
き
〈
よ
し
〉
な
ん
（
五
オ
・
８

）

　
　

さ
ふ
ら
ふ
へ
く
な
ん 

（
九
一
九
・
12
）

　
（
図
４

）
を
よ
く
見
て
み
る
と
、「
さ
ふ
ら
ふ
へ
き
」
の
「
き
」
の
文
字

の
下
に
「
く
」
が
書
か
れ
て
い
る
。「
さ
ふ
ら
ふ
へ
く
な
ん
」
で
あ
れ
ば
、

他
の
諸
本
す
べ
て
と
一
致
す
る
。
な
お
、
こ
の
「
き
」「
よ
し
」
は
本
行

と
は
別
筆
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
試
み
に
「
く
」
を
「
き
」
に
変
え
て
「
よ

し
」
を
補
入
し
た
本
文
を
考
え
て
み
よ
う
。
ち
な
み
に
、「
さ
ふ
ら
ふ
へ

き
よ
し
な
ん
」
と
い
う
本
文
は
、
他
に
は
な
い
。
な
お
、
こ
の
箇
所
を
前

後
を
含
め
て
翻
刻
し
、
校
訂
す
る
と
、
左
の
よ
う
に
な
る
。

「
御
服
も
こ
の
月
に
は
脱
が
せ
給
ふ
べ
き
を
日
次
い
で
な
む
よ
ろ
し

か
ら
ざ
り
け
る
。
十
三
日
に
河
原
へ
出
で
さ
せ
給
ふ
べ
き
よ
し
の
た

ま
は
せ
つ
る
。
な
に
が
し
も
御
供
に
さ
ぶ
ら
ふ
べ
き
よ
し
な
ん
思
ひ

た
ま
ふ
る
。」
と
き
こ
え
給
へ
ば
、
…
…

大
宮
が
亡
く
な
っ
た
た
め
に
、
共
に
喪
服
を
着
て
い
た
夕
霧
と
玉
鬘
の
会

話
場
面
で
あ
る
。
該
当
箇
所
は
夕
霧
が
「
空
消
息
」
を
玉
鬘
に
述
べ
て
い

る
。「
な
に
が
し
」
は
夕
霧
自
身
を
指
し
て
お
り
、
源
氏
が
河
原
に
行
く

の
な
ら
ば
自
身
も
行
く
べ
き
で
あ
る
と
伝
え
て
い
る
の
だ
が
、
書
写
時
の

「
さ
ぶ
ら
ふ
べ
く
な
ん
」
に
比
べ
、
後
に
補
入
さ
れ
た
「
さ
ぶ
ら
ふ
べ
き

よ
し
な
ん
」
と
い
う
本
文
は
、
必
然
性
を
強
調
す
る
文
章
に
な
っ
て
い
る
。

傍
記

・
うう

ち
と
く
ま
し
き
（
一
オ
・
３

）

　
　

う
ち
と
く
ま
し
き 

（
九
一
七
２

）

・
うう

ち
な
け
き
（
五
オ
・
２

）

　
　

う
ち
な
け
き 

（
九
一
九
・
９

）

・
ああ

り
な
ん
思
（
一
二
ウ
・
４

）

　
　

あ
り
な
む
思
ひ 

（
九
二
四
・
５

）

・
な
に
事
もも

（
一
六
オ
・
８

）

　
　

な
に
事
も 

（
九
二
六
・
６

）

・
猶な
を

（
二
一
オ
・
１

）

　
　

な
を 

（
九
二
九
・
１

）

（図４）
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ミ
セ
ケ
チ
と
補
入
は
、
大
島
本
と
一
致
す
る
か
否
か
に
着
目
し
て
比
較

し
て
き
た
が
、
大
島
本
と
一
致
す
る
箇
所
は
、
他
の
本
文
と
も
一
致
し
て

い
る
こ
と
、
ま
た
、
大
島
本
と
一
致
し
な
い
箇
所
が
、
大
島
本
以
外
の
定

家
本
と
一
致
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、
や
は
り
本
帖
の
本
文
が
、
大

島
本
以
外
の
定
家
本
に
近
い
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
こ

で
も
大
島
本
の
本
文
に
問
題
の
あ
る
箇
所
が
多
い
と
も
言
え
る
。

　

な
お
、
本
帖
に
お
け
る
傍
記
は
、
全
て
、
読
み
に
く
い
字
に
同
じ
文
字

で
傍
記
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
唯
一
、
漢
字
に
傍
記
し
て
い
る

も
の
も
、
そ
の
漢
字
の
読
み
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
文
異
同
の
問

題
は
特
に
問
題
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

四
．
そ
の
他

　

以
下
は
、
大
島
本
本
文
と
の
比
較
の
上
で
の
検
討
で
あ
る
。

多
用
さ
れ
る
動
詞
に
お
け
る
異
同

　
「
思
ふ
」「
給
ふ
」「
の
給
ふ
」「
侍
る
」
に
つ
い
て
詳
細
に
見
て
い
っ
た

と
こ
ろ
、
本
帖
は
、
仮
名
を
使
用
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

ま
た
、
漢
字
を
用
い
た
場
合
に
は
、
送
り
仮
名
は
書
か
な
い
と
い
う
こ
と

も
い
え
る
。

「
む
」・「
ん
」

　

助
動
詞
「
む
」「
け
む
」「
ら
む
」、
係
助
詞
「
な
む
」、
名
詞
に
分
け
て

み
た
と
こ
ろ
、
共
通
し
て
、「
む
」
で
は
な
く
「
ん
」
を
用
い
る
傾
向
が

強
い
と
い
え
る
。

ア
行
・
ハ
行
・
ワ
行
間
の
異
同

　
「
お
」「
ほ
」「
を
」
の
違
い
に
着
目
す
る
と
、「
自
ず
か
ら
」「
各
々
」

は
「
お
」
を
用
い
、
そ
れ
以
外
は
名
詞
・
動
詞
・
形
容
詞
に
関
係
な
く
半

数
以
上
が
「
を
」
を
用
い
る
。

　
「
い
」「
ゐ
」
は
、
全
て
「
い
」
を
用
い
る
。

　
「
え
」「
へ
」「
ゑ
」
は
、「
上
」
と
い
う
場
合
に
は
全
て
「
ゑ
」
を
用
い

て
い
る
が
、そ
れ
以
外
の
も
の
に
は
特
に
共
通
性
は
な
く
、「
え
」
か
「
へ
」

を
用
い
て
い
る
。

漢
字
と
仮
名
の
表
記

　

用
例
数
の
多
い
も
の
の
中
で
、「
色
」「
事
」「
御
覧
」「
程
」「
猶
」「
道
」

は
多
少
の
例
外
を
除
き
、
漢
字
で
書
か
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
名
詞
・
動

詞
・
副
詞
は
、
仮
名
を
用
い
る
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
、
用
例
数
が
一
つ
し

か
な
い
も
の
は
、
そ
の
半
数
以
上
が
仮
名
で
書
か
れ
て
い
る
。

踊
り
字

　

大
島
本
で
「
人
ゝ
」
と
示
さ
れ
る
箇
所
は
、
本
帖
で
は
一
つ
の
例
外
も

な
く
「
人
〳
〵
」
と
表
記
さ
れ
注
３る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、

本
帖
で
は
、
踊
り
字
を
使
用
す
る
傾
向
が
強
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
本
帖

が
仮
名
を
多
く
用
い
る
こ
と
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

　

学
習
院
大
学
日
本
語
日
本
文
学
科
蔵
『
源
氏
物
語
』「
藤
袴
」
巻
の
本

文
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

Ⅰ　

本
帖
に
お
い
て
、
重
要
な
独
自
異
文
は
巻
末
の
「
と
そ
な
に
事
も
お

も
ひ
し
を
れ
つ
れ
は
と
そ
き
こ
え
た
ま
ひ
け
る
」
の
一
文
の
み
で
あ

る
。
本
帖
が
鎌
倉
期
の
写
本
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
異
文

に
つ
い
て
は
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
別
稿
を
考
え
て

い
る
。

Ⅱ　

本
帖
は
、
定
家
本
系
統
で
あ
る
が
、
中
で
も
大
島
本
以
外
の
定
家
本
、

特
に
御
物
本
・
伝
慈
鎮
筆
本
・
池
田
本
・
三
条
西
家
本
に
近
い
本
文

を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
肖
柏
本
に
も
近
い
と
は
い
え
る
が
、
上

記
四
本
に
比
べ
肖
柏
本
と
本
帖
が
一
致
す
る
箇
所
は
少
な
い
。
ま
た
、

第
三
節
の
ま
と
め
で
述
べ
た
よ
う
に
、
大
島
本
の
書
写
に
問
題
が
あ

る
と
言
え
る
こ
と
か
ら
、
本
帖
は
定
家
本
の
本
来
の
本
文
に
近
い
可

能
性
が
高
い
。

Ⅲ　

本
文
の
表
記
は
仮
名
で
書
か
れ
る
文
字
が
多
い
。
動
詞
が
漢
字
で
書

か
れ
る
場
合
に
は
、
送
り
仮
名
を
省
略
す
る
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
、

ア
行
・
ハ
行
・
ワ
行
の
使
い
分
け
で
は
、
イ
段
と
ウ
段
で
は
「
ゐ
」

「
ゑ
」
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
り
、
逆
に
、
オ
段
で
は
、「
を
」

が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
な
お
、
榊
原
本
の
他
の
注
４帖
を
見
て
み

る
と
、
仮
名
書
き
が
多
い
こ
と
、「
を
」
の
使
用
が
多
い
こ
と
は
共

通
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
全
体
的
に
は
「
定
家
本
」
と
し
て
特
に
問
題
の
な
い

本
文
を
有
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
で
あ
り
な
が
ら
、
前
記
し
た

よ
う
に
、
末
尾
に
他
本
に
は
な
い
独
自
異
文
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
大

き
な
謎
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
稿
を
改
め
て
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
と
し

た
い
。

注１　

池
田
亀
鑑
編
著
『
源
氏
物
語
大
成　

第
一
〜
十
四
冊
』
中
央
公
論

社
、
一
九
八
四
〜
一
九
八
五
年

２　

大
島
本
は
、
古
代
學
協
會
・
古
代
學
研
究
所
編
、
角
田
文
衞
・
室

伏
信
助
監
修
『
大
島
本
源
氏
物
語　

第
五
巻
』（
角
川
書
店
、
一

九
九
六
年
）
で
確
認
し
、
三
条
西
家
本
は
、
岸
上
慎
二
ほ
か
編
『
日

本
大
学
蔵
源
氏
物
語　

第
五
巻
』（
八
木
書
店
、
一
九
九
五
年
）

で
確
認
し
た
。

３　

田
村
隆
「
青
表
紙
本
の
系
譜
」（『
中
古
文
学
』
第
九
十
四
号
、
二

〇
一
四
年
十
一
月
）

４　

人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
編
集
『
国
文
学
研
究
資

料
館
影
印
叢
書
４　

源
氏
物
語　

榊
原
本　

一
〜
五
』（
勉
誠
出

版
、
二
〇
一
三
年
）

補
記

　

こ
の
調
査
は
、
二
〇
一
三
年
度
の
「
日
本
文
学
史
特
殊
研
究
日
本
古

典
書
誌
学
入
門
」（
於
：
学
習
院
大
学
、
講
師
：
佐
々
木
孝
浩
教
授
）
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を
受
け
て
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
担
当
は
、
異
同
の
確
認
を

武
藤
・
富
澤
・
竹
田
・
橋
本
、
異
同
の
分
類
お
よ
び
整
理
・
考
察
を
武

藤
・
富
澤
で
行
な
っ
た
。

　

貴
重
な
資
料
の
撮
影
及
び
掲
載
を
ご
許
可
く
だ
さ
っ
た
学
習
院
大
学

文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
教
示
い
た
だ
い
た
佐
々
木
孝
浩
先
生
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
む
と
う
・
な
が
こ　

二
〇
一
三
年
度
博
士
後
期
課
程
修
了
／ 　

学
習
院
大
学
人
文
科
学
研
究
所
客
員
所
員
）　

（
と
み
ざ
わ
・
も
え
み　

博
士
後
期
課
程
）　　
　
　
　
　
　
　
　

（
た
け
だ
・
ゆ
か
こ　

博
士
前
期
課
程
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
は
し
も
と
・
ゆ
か
こ　

博
士
前
期
課
程
）　　
　
　
　
　
　
　
　




